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Ⅰ 経営戦略の位置付け 
 
 
 

１．総務省が推進する経営戦略策定及び改定の背景と目的 

（１）背景 

我が国においては、今後、急速な人口減少等に伴うサービス需要の減少や、施設の老朽化に伴

う更新需要の増大等、公営企業を取り巻く経営環境は一層厳しさを増すことが予想されます。 

各公営企業が将来にわたり住民生活に必要なサービスを安定的に提供していくためには、公営

企業会計1の適用拡大や経営比較分析表を活用した「見える化」による現状分析に基づく経営戦

略2の策定、抜本的な改革等の取組を通じ、経営基盤の強化と財政マネジメントの向上を図ること

が求められています。 

 

■公営企業における更なる経営改革の推進 

 
出典：総務省「令和 4 年度の公営企業関係主要施策に関する留意事項」について 

 
1 上下水道事業等地方公共団体が運営している公営企業が取り入れている複式簿記の会計処理 
2 公営企業が、将来にわたって安定的に事業を継続していくための中長期的な経営の基本となる計画 
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（２）目的 

公営企業は、料金収入をもって経営を行う独立採算制3を基本原則としながら、住民生活に身

近な社会資本を整備し、必要なサービスを提供する役割を果たしており、将来にわたりその本来の

目的である公共の福祉を増進していくことが必要です。 

したがって、経営環境が厳しさを増す中にあっても、事業、サービスの提供を安定的に継続でき

るよう、中長期的な視点に立った経営を行い、徹底した効率化、経営健全化に取り組むことが必要

となります。 

これらの課題や現状に対して総務省は、公営企業の中長期的な経営の基本計画である「経営戦

略」を企業ごとに策定し、それに基づく計画的かつ合理的な経営を行うことにより、経営基盤の強

化と財政マネジメントの向上を実現していくことを強く求めています。 

２０２２（令和４）年１月には総務省の「経営戦略策定・改定マニュアル」が改定となり、取組の進

捗状況と成果を一定期間ごとに評価、検証した上で、次の図の視点から実効性のある見直しが求

められています。 

 

■経営戦略策定・改定マニュアル改定に伴い見直しが求められている事項 

❶ 今後の人口減少等を加味した料金収入の的確な反映 

❷ 減価償却率や耐用年数等に基づく施設の老朽化を踏まえた将来における所要の更新費用

の的確な反映 

❸ 物価上昇等を反映した維持管理費4、委託費、動力費等の上昇傾向等の的確な反映 

❹ ❶❷❸等を反映した上での収支を維持する上で必要となる経営改革（料金改定、広域化、

民間活用及び効率化、事業廃止等）の検討 

 

これらの内容を反映したうえで、策定及び改定した経営戦略に沿った取組等の状況を踏まえつ

つ、PDCAサイクルを通じて質を高めていくため、３年から５年ごとの見直しを行うことが重要とし

ています。 

  

 
3 繰入金（税金）ではなく、料金収入で経営を行わなければならないという原則 
4 人件費、動力費、薬品費など、施設、設備等を稼働して給水または下水処理を行うことに係る費用（ランニングコ
スト） 
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■公営企業の「経営戦略」の策定・改定の推進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：総務省「地方公営企業の現状と課題」 
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２．大樹町の概況と水道事業の歩み 

大樹町（以下「本町」という）は、北海道東部に位置し、東側に太平洋、西側は日高山脈に接し、

中央部には広大な十勝平野が広がる総面積８１５．６８㎢の町です。 

本町の人口は、１９４７（昭和２２）年の臨時国勢調査をピークに、旧大津村西部地区の編入によ

る一時的な増加はあったものの、１９７０（昭和45）年までの高度成長期に大きく減少しました。そ

の後一時的に横ばい状態でしたが、１９８５（昭和60）年以降減少が続いており、２０２０（令和２）年

の国勢調査では５，４２０人となっています。 

本町の水道は、過去において４簡易水道事業、１飲料水供給施設を有し、このほか大樹地区・尾

田北部地区営農用水道、アイボシマ地区・晩成地区雑用水道により構成されていましたが、１９９０

（平成２）年４月にこれらの簡易水道、飲料供給施設、営農用水道、雑用水道を統合し、給水区域

を拡張して未給水区域へも給水を行うために大樹町水道事業の変更認可を受けました。 

現在の水運用は、坂下水源系と住吉水源系の２系統で各配水区域へ送水しています。 

常時安定した浄水の供給を行うことを目的として、２００５（平成17）年に大樹町水道事業認可

変更の認可を受け、坂下浄水場に２００６（平成18）年度、高度浄水前処理施設を建設し（高度浄

水前処理施設→普通沈殿池→緩速ろ過方式）、２００７（平成19）年度より使用を開始したうえで、

安定した水運用をしています。 

 

■本町の給水区域図 
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３．経営戦略の位置付けと計画期間 

（１）経営戦略の位置付け 

本経営戦略は、『第６期大樹町総合計画』を最上位計画として位置付けています。 

さらに、今後の施設、管路5更新の方向性を定めた『坂下水源系水道事業基本計画』や、大規模

災害に備えた『強靭化計画』等との整合を図りながら、水道事業の経営健全化に向けた取組を整

理し、財政基盤を強化することを目的としています。 

 

■経営戦略の位置付け 

 
 

（２）計画期間 

本戦略の計画期間は、２０２６（令和８）年度から２０３５（令和１７）年度までの１０年間とします。 

 
 
  

 
5 導水管、送水管及び配水管の総称 

第６期大樹町総合計画

坂下水源系水道事業基本計画

強靭化計画

大樹町水道事業経営戦略
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Ⅱ 大樹町水道事業の現状 
 
 
 

1．本戦略の事業の現況 

（１）事業の現況（事業概要） 

本戦略の対象となる事業は大樹町水道事業で、概要は次のとおりです。 

 
 水道事業 

事業創設認可 1990（平成 2）年 4 月 1日 

供用開始6 1990（平成 2）年 4 月 1日 

法適・非適用区分 
法適用7（全部適用） 

※1990（平成 2）年 4月 1 日から 

計画給水人口8 6,030 人 

現在給水人口9 5,254 人 

有収水量密度 0.048 千㎥／ha 

※2024（令和 6）年度 地方財政状況調査より作成 

 
  

 
6 水道の整備により、水道が使用可能となること 
7 公営企業が地方公営企業法を適用すること。地方公営企業法は、独立採算制による企業経営のような経済性と、自
治体のような公共性の両立を狙った法律 
8 水道事業者が定める事業計画上の給水区域内の人口 
9 給水区域内に居住し、水道事業から給水を受けている人口 
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（２）料金体系の状況 

本町の料金体系は、区分ごとに基本料金と、基本使用水量を超えて使用した水量に応じた超過

料金を設定しています。 

 

■料金体系（税別） 

種別 区分  
基本水量 

（㎥） 

基本料金 

（円） 

超過料金（円） 

（1 ㎥につき） 

計量栓 

家事用（小口）（一般家庭において生活

用、園芸用等に使用するもので、１箇月の

使用水量が、4 ㎥以下の場合） 

4 1,334 ― 

家事用（一般家庭において生活用、園芸用

等に使用するもので、１箇月の使用水量

が、4 ㎥を超える場合） 

8 1,905 248 

業務用（官公署、学校、病院、医院、診療

所、会社事業所、福祉施設、社寺、教会、

集会所、料理飲食店、旅館、ホテル、下宿

業、貸間業、貸倉庫業、浴場、理容業、美

容業、劇場、娯楽場、興行業、整備工場、

食品加工業、卸売市場、式場、園芸業、写

真現像業、クリーニング店、ガソリンスタ

ンド、洗車場、スーパーマーケット等に使

用するもの） 

20 4,953 248 

営農用（農家において生活用及び営農用に

使用するもの） 
20 3,524 153 

工業用（工場において製造に使用するも

の） 
100 24,762 267 

その他（建設工事用、路面散水用、船舶

用、公園、公衆便所、グラウンド、その他

臨時に使用するもの） 

1 ― 477 
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（３）組織の状況 

本町の水道事業については、建設水道課で所管しています。 

職員配置は２０２５（令和７）年３月３１日時点で以下の構成となっています。 

 
 

（４）これまでの主な経営健全化の取組（過去 10 年間） 

【各種経営健全化への取組】 
2016（平成 28）年度 大樹町水道事業経営戦略策定 
 
【給水効率の向上及び老朽化対策】 
2025（令和 7）年度 坂下水源系水道事業基本計画策定 

 
 
  

大樹町役場 建設水道課

管理係

業務係

上水道係
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2．経営状況分析 

（１）財務分析（収支等の経年分析） 

以下の表は、２０２２（令和４）年度から２０２４（令和６）年度までの過去３か年の実績における経

常的な活動の収支を示した収益的収支、投資や企業債10の発行及び償還を示した資本的収支の

ほか、企業債残高の推移及び収益の基礎となる給水人口の推移を分析したものです。 

 

■決算推移                            （単位：千円、人） 

科目 
2022 

（令和 4）年度 

2023 

（令和 5）年度 

2024 

（令和 6）年度 

【収益的収支】    

営業収益① 243,174 258,919 282,486 

うち料金収入 229,802 244,326 268,905 

営業外収益② 235,364 260,557 190,804 

うち他会計補助金 118,959 111,975 80,474 

経常収益①＋②…A 478,538 519,476 473,290 

営業費用③ 486,802 538,749 447,933 

うち職員給与費 17,636 17,359 13,688 

うち動力費 21,231 20,074 21,713 

うち修繕費 17,520 12,409 10,583 

うち薬品費 3,598 3,663 4,811 

うち委託料 56,460 67,061 68,393 

うち減価償却費 309,726 284,320 308,410 

営業外費用④ 18,514 17,946 15,907 

うち支払利息 15,219 12,798 10,431 

経常費用③＋④…B 505,316 556,695 463,840 

経常収支 A-B…C △ 26,778 △ 37,219 9,450 

【資本的収支】    

資本的収入⑤ 97,779 82,129 152,424 

うち他会計負担金 4,704 3,578 4,071 

うち他会計補助金 41,719 41,871 45,063 

うちその他 51,356 36,680 103,290 

資本的支出⑥ 390,672 278,668 311,746 

うち建設改良費 289,696 178,011 211,764 

うち企業債償還 100,976 100,657 99,982 

資本的収支⑤-⑥…D △ 292,893 △ 196,539 △ 159,322 

収支合算 C＋D △ 319,671 △ 233,758 △ 149,872 

【企業債元金残高】    

企業債元金残高 625,779 525,122 425,140 

【給水人口等】    

行政区域人口 5,468 5,341 5,265 

給水人口 5,449 5,327 5,254 

※地方財政状況調査より作成  

 
10 地方公共団体が建設・改良の財源に充てるために起こす地方債（借金） 
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前表からの分析ポイントは、次のとおりです。 

 

【営業収益のうち料金収入】 
料金収入は過去 3 か年で増加しています。2022（令和 4）年度は、物価高騰等による経済的負担

軽減のため水道基本料金の免除措置を行ったことにより減収となっています。2023（令和 5）年度
から 2024（令和 6）年度にかけて給水人口は減少していますが、給水戸数が増加している影響によ
り増収となっています。 
 

■過去 3 か年の給水人口・給水戸数・料金収入の推移 

項目 
2022 

（令和 4）年度 

2023 

（令和 5）年度 

2024 

（令和 6）年度 

給水人口（人） 5,449 5,327 5,254 

給水戸数（戸） 2,819 2,796 2,817 

料金収入（千円） 229,802 244,326 268,905 

 
【営業費用】 

動力費…燃料費高騰等の影響により増加傾向です。 
修繕費…計画的に修繕を進めており、減少しています。 
職員給与費…人事異動の影響で減少しています。 
委託料…労務費単価上昇の影響等により増加傾向です。 

 
【資本的収入及び支出】 

資本的収入…企業債の発行はしておらず、国庫補助金は受けていません。他会計負担金及び他会
計補助金11を毎年度一定額計上しています。 

資本的支出…建設改良費は減少傾向です。企業債償還金は微減しています。 
 
【企業債元金残高】 

新たな企業債の発行をしておらず、償還が進んでいるため、減少しています。 

 

  

 
11 上下水道整備に伴う一般会計からの補助金 
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（２）有収水量と有収率の推移 

料金収入に影響を与える有収水量及び有収率について、２０２２（令和４）年度から２０２４（令和

６）年度までの過去３年間で分析します。 

有収水量は、配水量のうち料金徴収の対象となる水量を表し、有収率は、配水量のうち有収水

量の割合を表します。有収率が高いほど料金徴収の対象とすることができない無収水量又は無効

水量が少なく、効率的ということになります。 

有収水量は家庭用、業務用ともに増加傾向となっています。 

有収率はほぼ横ばいです。近隣団体（十勝管内で水道事業を運営しており、現在給水人口規模

が１．５万人未満の団体）平均より高い水準を保っており、効率的な施設運営ができている状況で

す。 

有収水量の過去３か年平均は１，２７６千㎥、有収率の平均は８６．４０％です。 

 

■有収水量／有収率の推移                     （単位：千㎥、％） 

 
※近隣団体平均：地方公営企業年鑑より作成（詳細は次ページに記載） 
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■給水人口／給水戸数の推移                     （単位：人／戸） 

 
 
 
【参考】近隣団体平均について 
 

前ページで示した近隣団体の詳細は以下のとおりです。 

十勝管内の水道事業実施団体のうち、公営企業会計に移行済みかつ現在給水人口規模が１．

５万人以下の団体を対象とし、各年度の地方公営企業年鑑より有収率の平均を算出しました。 

 

■本町と近隣団体 有収率の平均 

団体名 
2022 

（令和 4）年度 

2023 

（令和 5）年度 

大樹町 86.9% 85.3% 

足寄町 78.3% 81.9% 

清水町 82.8% 75.7% 

広尾町 81.5% 81.4% 

池田町 74.6% 72.6% 

新得町 80.5% 83.2% 

本別町 67.0% 65.9% 

芽室町 79.9% 79.8% 

平均 78.9% 78.2% 
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（３）経営比較分析表による現状分析〜十勝管内類似団体との比較〜 
経営比較分析表は、総務省が推進する「見える化」の一環として、経営指標の経年比較や他公

営企業（類似団体平均）との比較等を行い、現状や課題等を的確に把握するとともに、経営状況を

わかりやすく説明するため、策定し公表するものです。 

本戦略においては、経営比較分析表のうち次の３つの経営指標について分析します。 

なお、比較にあたっては、十勝管内で公営企業会計に移行済みかつ類似団体区分A7・Ａ８・Ａ

９に該当する自治体（以下「類似団体」とする）の水道事業を対象としています。 

 

❶経常収支比率12 ❷料金回収率13 ❸給水原価14 

 

■2023（令和 5）年度 本町と類似団体の指標一覧（水道事業） 

団体名 
現在給水人口 

（人） 

有収率 

（％） 

1 か月 20 ㎥当たり 

家庭料金(円) 

経常収支比率 

（％） 

料金回収率 

（％） 

給水原価 

（円） 

大樹町 5,327 85.34 5,369 93.31 59.86 320.05 

足寄町 4,770 81.90 4,611 117.93 115.95 228.33 

清水町 7,591 75.73 3,600 94.12 64.84 158.70 

広尾町 5,889 81.35 4,400 102.41 77.65 201.68 

池田町 5,618 72.57 5,368 100.50 72.06 362.09 

新得町 5,080 83.21 3,089 112.48 111.93 126.71 

本別町 4,317 65.85 5,121 101.28 78.62 360.76 

芽室町 14,624 79.76 5,247 109.59 89.46 287.60 

平均 6,652 78.21 4,601 103.95 83.80 255.74 

※各自治体の経営比較分析表より作成 

※類似団体区分 A7：現在給水人口規模 1 万人以上 1.5 万人未満 

※類似団体区分 A8：現在給水人口規模 5 千人以上 1 万人未満 

※類似団体区分 A9：現在給水人口規模 5 千人未満 

 
  

 
12 地方公営企業法を適用している企業に用いる、経常費用が経常収益によって、どの程度賄われているかを示す指
標。この比率が 100％未満である場合、収益（稼いだお金）で費用（支払うお金）を賄えず経常損失が生じているこ
とを意味する 
13 水道料金収入（供給単価）で給水費用（給水原価）をどれだけ回収できているかを示す指標。高いほど経営が健
全であると言える 
14 有収水量１㎥当たりについて、どれだけの費用がかかっているかを表す指標 
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❶経常収支比率 
 

基本算式：経常収益15／経常費用16×１００（％） 

 

法適用企業に用いる経常収支比率とは、その年度において、料金収入や一般会計からの繰入

金等の収益で、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度賄えているかを表す指標です。この比

率は、基本的に単年度の収支が黒字であることを示す１００％以上となることが求められます。 

この指標が１００％以上の場合でも、費用削減や更新投資等に充てる財源が確保されているか

等、今後も健全経営を続けていくための改善点を洗い出すといった観点からの分析が必要です。 

 

【ポイント】 
類似団体の 2023（令和 5）年度平均 103.95％より低い 93.31％ 

 

本町の２０２３（令和５）年度における経常収支比率は類似団体平均よりも低く、９３．３１％と１０

０％に届いておらず、単年度で赤字となっています。 

過去３か年の経常収支比率の推移を見ると、２０２３（令和５）年度から２０２４（令和６）年度にか

けては上昇し、国の求める基準である１００％を上回っています。ただし、経常収益のうち一定割合

を他会計補助金が占めており、料金改定等の経営改善に向けた検討が必要となります。 

 

■経常収支比率の推移                          （単位：％） 

 
  

 
15 営業収益（料金収入等）と、営業外収益（長期前受金戻入やその他営業活動以外収入等）の合計 
16 営業費用（維持管理費や減価償却費等）と、営業外費用（企業債の支払利息やその他営業活動以外の支出等）の
合計 
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以下の表は、本町と類似団体の有収水量１㎥当たり経費を示したものです。 

公営企業において、費用は維持管理費と資本費17（減価償却費18＋支払利息）に大きく区分され

ます。本町の２０２３（令和５）年度の維持管理費は類似団体平均よりも約１１７円高く、資本費は約

８円低くなっています。このことから、施設の効率的な運営や業務効率化の推進など、維持管理費

の削減について検討する必要があります。 

 

■2023（令和 5）年度 本町と類似団体の有収水量 1 ㎥当たり経費（単位：円） 
団体名 維持管理費 資本費 費用計 

大樹町 320.02 116.51 436.53 

足寄町 191.82 89.32 281.14 

清水町 141.99 64.28 206.27 

広尾町 192.04 91.52 283.56 

池田町 258.71 225.82 484.53 

新得町 123.97 55.42 179.39 

本別町 195.75 184.63 380.38 

芽室町 179.26 169.70 348.96 

類似団体平均 203.47 124.65 325.10 

※2023（令和 5）年度 総務省 地方公営企業年鑑より作成 

 

地方公営企業決算状況調査においては、経常費用を区分すると「維持管理費」と「資本費」にな

ります。維持管理費（人件費、動力費、薬品費等）が施設、設備等を稼働して給水を行うことに係る

費用（ランニングコスト）であるのに対し、資本費は水道施設等の整備に係る費用（イニシャルコスト）

を意味します。総務省においては、この資本費を減価償却費及び企業債償還に係る利息等として

います。 

維持管理費のうち原水及び浄水費とは原水の取水、浄水場等の施設の維持管理に要する費用

のことで、配水及び給水費とは配水管その他配水に係る設備、給水装置に附属する量水器その他

の設備の維持及び作業に要する費用のことです。 

地方公営企業は、企業性（経済性）の発揮と公共の福祉の増進を経営の基本原則とするもので

あり、その経営に要する経費は経営に伴う収入（料金）をもって充てる独立採算制が原則とされて

います。本事業においては、維持管理費のうち原水及び浄水費と配水及び給水費が「経営に要す

る経費」となり、経営に伴う収入（料金）は給水収益となります。 

  

 
17 水道施設・管路等の整備に係る費用（イニシャルコスト）。総務省においては、この資本費を減価償却費及び企業
債償還に係る利息等としている 
18 長期にわたって使用する固定資産の価値の減少相当分を費用として計上したもの 
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つまり、維持管理費のうち原水及び浄水費と配水及び給水費については、給水収益で賄うとい

うことです。 

 

以下の表は、維持管理費及び資本費のそれぞれの費用を分解し、それぞれの財源（収益）を区

分したものです。 

維持管理費は給水収益で賄うことができていますが、資本費に対する財源が不足していること

がわかります。収入の不足部分は一般会計からの補助で補っており、最終的な収支は黒字となっ

ています。 

 

■経常収支比率の構造（2024（令和 6）年度決算） 

 
※2024（令和 6）年度 地方財政状況調査より作成 

 
  

【維持管理費】 金額（千円） 【維持管理費に対する収益】 金額（千円）

原水及び浄水費　① 92,255 給水収益　イ 268,905
配水及び給水費　② 5,315 維持管理費一般会計負担分 ロ 851
その他管理費　③ 47,429 その他収益　ハ 1,259
小計…Ａ（①～③） 144,999 小計…Ｂ（イ～ハ） 271,015

維持管理費の財源余剰　二 126,016

（Ｂ-Ａ）

【資本費】 金額（千円） 【資本費に対する収益】 金額（千円）

企業債利息等　④ 10,431 長期前受金戻入　ホ 109,364
減価償却費　　⑤ 308,410 資本費一般会計負担分　　　へ 79,776
小計…Ｃ（④、⑤） 318,841 小計…Ｄ（ホ～へ） 189,140

資本費に対する財源不足　ト △ 129,701

（Ｄ-Ｃ）

【財源不足に対する一般会計補助】

費用の財源不足分　 △ 3,685 一般会計補助分　E 13,135

（二＋ト）…⑥
費用合計（Ａ+Ｃ）・・・F 463,840 収益合計（Ｂ＋Ｄ＋E）・・・G 473,290

経常利益（Ｇ－Ｆ） 9,450
=(E+⑤)

経常費用 経常収益
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一般会計からの負担金は毎年度総務省において繰出基準が示されています。繰出基準に基づ

き、一般会計が負担・補助等する必要な経費として、財政措置（交付税措置）が認められる繰入金

を基準内繰入金、繰出基準に基づかないものを基準外繰入金といい、基準外繰入金は一般的に

現金収支不足（赤字補填）に対する補助分となります。 

本町の一般会計からの繰入金は以下の表のとおりです。収益的収支における繰入金は減少傾

向で、特に営業外収益の基準外繰入金が２０２４（令和６）年度は０となっています。一方資本的収

支の基準外繰入金は増加しています。 

 

■一般会計からの繰入金                       （単位：千円） 

収支区分 区分 
2022 

（令和 4）年度 

2023 

（令和 5）年度 

2024 

（令和 6）年度 

収益的収支 

基準内 82,889 90,336 80,627 

基準外 48,496 35,646 13,135 

小計 131,385 125,982 93,762 

資本的収支 

基準内 46,423 44,959 44,934 

基準外 0 490 4,200 

小計 46,423 45,449 49,134 

計 

基準内計 129,312 135,295 125,561 

基準外計 48,496 36,136 17,335 

合計 177,808 171,431 142,896 

※地方財政状況調査より作成 
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❷料金回収率 
 

基本算式：供給単価／給水原価×100（％） 

 

料金回収率は、供給単価19と給水原価との関係を見るものであり、この指標が１００％を下回っ

ている場合、給水に係る費用が給水収益以外の収入で賄われていることを意味します。数値が低

く、繰出基準に定める事由以外の繰出金によって収入不足を補塡しているような事業体にあって

は、適切な料金収入の確保が求められます。 

分析にあたっての留意点としては、経常収支比率と同様に、例えば、当該指標が１００％以上の

場合であっても、更なる費用削減や更新投資等に充てる財源が確保されているかなど、今後も健

全経営を続けていくための改善点を洗い出すといった観点から分析する必要があります。 

 

【ポイント】 
類似団体の2023（令和5）年度平均83.80％より低い59.86％ 

 

本町の２０２３（令和５）年度の料金回収率は５９．８６％と１００％に届いておらず、類似団体平均

よりも低い数値となっています。 

過去３か年の推移を見ると、２０２４（令和６）年度は前年度から１６ポイント上昇しているものの、

給水に係る費用を料金収入のみで賄いきれていない状況です。そのため、定期的な料金体系の見

直しによる収入の確保や、費用の削減が必要となります。 

 

■料金回収率の推移                           （単位：％） 

 
  

 
19 水道水 1 ㎥当たりの販売価格のことで、有収水量 1 ㎥当たりどれだけの単価で販売しているかを表す指標。 
【基本算式＝給水収益／年間有収水量】 



19 
 

❸給水原価 
 

基本算式：経常費用－｛(受託工事費＋材料及び不用品売却原価＋附帯事業費) 

－長期前受金戻入20｝／年間有収水量（㎥） 

 

給水原価は、有収水量１㎥当たりについて、どれだけの費用がかかっているかを表す指標です。 

分析にあたっての留意点として、例えば、当該指標が類似団体との比較で低い場合であっても、

有収水量や経常費用の経年の変化等を踏まえた上で現状を分析し、今後の状況について将来推

計する必要があります。また、分析及び推計を基に、今後の料金回収率や住民サービスの更なる

向上のため、投資の効率化や維持管理費の削減といった経営改善の検討を行うことが必要です。 

 

【ポイント】 

類似団体の2023（令和5）年度平均255.74円より高い320.05円 
 

過去３か年の推移を見ると、２０２３（令和５）年度は経常費用の増加により給水原価も増加しま

したが、２０２４（令和６）年度は経常費用の減少に伴い給水原価も減少しています。 

今後は人口減少の予測に伴い有収水量も減少していく見込みであることから、更なる投資の効

率化や、維持管理費の削減に向けた取組が必要となります。 

 

■給水原価の推移                            （単位：円） 

 

 

  

 
20 資産取得時の補助金等を減価償却に応じて収益化した現金を伴わない収益 
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【参考】 

給水原価のほかに、参考として原価計算を行います。 

上下水道やガス、電気といった公共料金における原価とは、全ての費用を総括原価としてとらえ、

この原価に基づいて料金水準を検討するための材料とします。 

総務省においても適正料金を図るうえで原価計算を推進しています。 

原価計算には複数の計算方法があり、本戦略においては、原価を基準としてさらに事業報酬

（健全な水道事業を経営するための内部留保資金21）を資産維持費22として上乗せさせることによ

り料金を決める総括原価主義に基づく方法で行いますが、現状では資産維持費を加味していませ

ん。 

なお、総務省から示された様式により現状の原価計算を算出したところ、原価（費用）に対する

料金収入（収益）が９８．１９％となっています。つまり、料金に対する原価が割れている状態を示し

ています。 

 

■原価計算表（2024（令和 6）年度） 

   

 
21 減価償却費など企業外への現金支出を伴わないことにより、企業内部に留保される資金 
22 給水サービスの維持向上及び施設実体の維持のために、事業内に再投資されるべきものとして見込まれる費用 

2024(令和6)年度の実績
（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

料金対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

268,905 268,905

80,474 80,474

109,364 109,364

14,547 14,547

473,290 0 473,290

2024(令和6)年度の実績
（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

92,255 153 92,102

5,315 0 5,315

35,011 851 34,160

308,410 109,364 199,046

6,942 0 6,942

10,431 0 10,431

5,476 79,623 -74,147

463,840 189,991 273,849

273,849

（X）／（Y）＊１００＝ 98.19%

合 計

原価計算表
（単位：千円）

収　入　の　部

項 目
金　　　　　　　　額

料 金 収 入 (X)

他 会 計 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

（単位：千円）
支　　出　　の　　部

項 目

金　　　　　　　　額

原 水 及 び 浄 水 費

配 水 及 び 給 水 費

一 般 管 理 費

そ の 他

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

支 払 利 息

合 計 (Y)

料 金 対 象 経 費 （ Y ）



21 
 

（４）経営状況分析から見える本町の特徴 

前ページまでの検証結果をまとめると次のとおりです。 

 
❶経常収支は余剰も、料金回収率が１００％に満たない 
○原因と今後の対策 

２０２４（令和６）年度の経常収支比率は１０２．０４％でしたが、料金回収率は 75.86％と、給水

に係る費用を料金収入のみで賄いきれていない状況です。 

今後は公営企業が目指す「独立採算」に向かうために、収益の確保と費用の削減に向けた取組

が必要です。 

 
❷給水原価が類似団体と比較し高い 
○原因と今後の対策 

有収水量１㎥当たりについてどれだけの費用がかかっているかを表す給水原価は、２０２３（令和

５）年度において類似団体平均よりも約６４円高い金額となっています。 

２０２４（令和６）年度は経常費用の減少と有収水量の増加により前年度よりも約５０円低くなり

ましたが、今後の有収水量の動きを注視しながら、引き続き費用削減に取り組む必要があります。 

 
❸料金収入は増収傾向 
○原因と今後の対策 

有収水量は家庭用、業務用ともに増加しており、それに伴い料金収入も増収傾向となっていま

す。 

今後は人口減少の予測に伴い家庭用有収水量は減少する見込みです。業務用有収水量につ

いても町内企業の動きの予測を行い、減収状況によっては料金改定の検討が必要となります。 

 
❹経常費用は減少傾向も今後の物価高対策が必要 
○原因と今後の対策 

経常費用は、職員給与費や支払利息の減少により減少傾向です。 

しかし今後は物価高や労務費単価上昇の影響を受け、動力費や薬品費、職員給与費、委託料

等は増加する見込みです。また、施設や管路の耐震化・老朽化対策の状況により減価償却費も増

加する可能性があります。 

このため、更なる費用の効率化を進めることが重要です。 
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3．施設の状況 

（１）施設の状況 

本町では、１９９０（平成２）年に簡易水道と営農用水とを統合し、上水道事業として町内のほぼ

全域と幕別町忠類の一部に供給しています。表流水と伏流水を水源とし、現在は、坂下浄水場及

び住吉浄水場により、上水を供給しています。 

坂下水源系の一部の施設では、給水開始から４９年以上が経過し、施設が著しく老朽化してい

ます。また、降雨時における原水の高濁度により浄水処理が不安定となり、上水の安定供給に支障

をきたしており、早急な対策が必要となっています。そのため『坂下水源系水道事業基本計画』を

策定し、今後の施設更新の必要性を検討し、将来的な維持管理も含めた最良な更新を進めていき

ます。 

 

■各施設の状況 
区分 坂下系 住吉系 合計 

浄水場名 坂下浄水場 住吉浄水場 ━ 

浄水場所在地 大樹町字拓進 290 番地 3 大樹町字幸徳 97番地 9 ━ 

水源名 
歴舟川水系 歴舟川水系・歴舟中の川 ━ 

歴舟川 ヌビナイ川 ━ 

水源種別 表流水（自流水） 表流水（伏流水） ━ 

取水場名 坂下取水場 住吉取水場 ━ 

取水場所在地 大樹町字拓進 235 番地 大樹町字光地園 59 番地 2 ━ 

取水方法 頭首工 集水埋渠 ━ 

浄水方法 緩速ろ過 急速ろ過 ━ 

配水方法 自然流下（一部増圧） 自然流下（一部増圧） ━ 

計画給水人口 1,070 人 4,960 人 6,030 人 

1 日最大給水量 2,168 ㎥ 3,982 ㎥ 6,150 ㎥ 
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（２）管路の状況 

管路については、１９６６（昭和４１）年度から着工し、２０２4（令和6）年度末現在で導水管、送水

管、配水管の合計で約３２５．５千ｍが整備済みとなっています。 

導・送・配水管それぞれ順次耐震管23への布設替えを行っており、２０２４（令和６）年度末現在

の耐震化の割合は、全体で１０．０３％となっています。 

管路の総延長のうち法定耐用年数24４０年を超える管路の割合は２０２３（令和５）年度末現在

で２７．５７％です。同年度の類似団体の管路老朽化割合の平均は２３．７１％で、本町の数値は平

均よりもやや高い割合となっています。 

 

■管路の耐震化の状況（2024（令和 6）年度末現在） 
項目 導水管 送水管 配水本管 配水支管 総計 

全体延長（ｍ） 4,652 52,030 107,314 161,504 325,500 

耐震延長（ｍ） 215 10,887 11,870 9,669 32,641 

耐震化率25（％） 4.62 20.92 11.06 5.99 10.03 

 

■本町と類似団体の老朽管26の状況（2023（令和 5）年度末現在） 
項目 大樹町 足寄町 清水町 広尾町 池田町 新得町 本別町 

投 

資 

導送配水管延長（千ｍ） 325.50 101.99 247.03 202.32 211.52 182.28 84.24 

うち法定耐用年数を 

経過した管路延長（千ｍ） 
91.11 29.34 69.26 52.03 29.13 7.92 41.71 

法定耐用年数を超過した 

管路の割合（％） 
27.57 28.77 28.04 25.72 13.77 4.34 49.51 

うち当該年度に 

更新した管路延長（千ｍ） 
17.3 0.4 1.37 0.67 0.39 - 0.01 

浄水場設置数（箇所） 2 2 6 5 - 4 1 

配水池27設置数（箇所） 12 1 17 13 2 10 7 

※2023（令和 5）年度 総務省公営企業年鑑より作成  

 
23 地震の際でも継手の接合部分が離脱しない構造となっている管のこと 
24 法令で定められた資産が利用できるとされる期間 
25 管路全体のうち、耐震管及び耐震適合性のある管の割合を示す指標 
【基本算式＝（耐震管延長／管路総延長）×100】 

26 布設後、法定耐用年数を経過した管 
27 日中と深夜など時間的に増減する水の使用量と、浄水場から送られる水量との差を調整すると同時に、適正な水
圧を保って安定した給水を行う機能を持った水道水のストック施設 



24 
 

（３）施設の状況まとめ 

❶施設 
○現状と今後の対策 

坂下水源系の取水施設や浄水場の老朽化が著しいため、２０２５（令和７）年度に策定した『坂下

水源系水道事業基本計画』に基づき、更新を進める必要があります。 

住吉地区については、大規模な施設更新の予定はなく、必要に応じて都度対応する方針です。 

 

❷管路 
○現状と今後の対策 

２０２４（令和６）年度末現在で、管路の総延長に対する耐震管の割合は１０．０３％です。 

老朽管の割合は２０２３（令和５）年度末現在で２７．５７％となっており、類似団体平均と比較し

てやや高い数値です。今後も重要度の高い管路から計画的に更新を進める必要があります。 

更新にあたっては、耐震性能を有する管種・継手を採用し、建設費や施工性、耐久性等も考慮

して管種の選定を行い実施します。 

 

【標準とする管種】 

◇ 導・送・配水管（φ200～）：ダクタイル鋳鉄管（ＧＸ継手） 

◇ 配水管（φ50～φ150）  ：水道配水用ポリエチレン管（融着継手） 
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Ⅲ 今後の予測と経営の基本方針 
 
 
 

１．有収水量及び料金収入の予測 

（１）有収水量の予測 

経営戦略の改定に際し、総人口及び給水人口は『第6期大樹町総合計画』における町独自推計

を基に算出しました。また、年間有収水量については、過年度の実績から１人当たり有収水量を算

出し推計しました。 

 

■有収水量の予測のための前提条件 

●総人口 
『第6期大樹町総合計画』の町独自推計を基に算出 

●普及率 
2022（令和4）年度〜2024（令和6）年度実績の平均値のまま推移すると仮定 

●給水人口 
総人口に普及率を乗じて算出 

●年間有収水量 
①2022（令和4）年度〜2024（令和6）年度実績から家庭用と大口用の割合を算出 
②2022（令和4）年度〜2024（令和6）年度実績から家庭用の一人当たり有収水量を算出 
③家庭用は給水人口に一人当たり有収水量（2022（令和4）年度〜2024（令和6）年度実績

の平均値）を乗じて算出 
④大口用は2022（令和4）年度〜2024（令和6）年度実績の平均値のまま推移すると仮定 
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■総人口及び給水人口の予測                       （単位：人） 

 
 

■有収水量の予測                           （単位：千㎥） 
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（２）料金収入の予測 

総人口及び給水人口、有収水量の予測に基づき、２０２２（令和４）年度から２０２４（令和６）年

度の料金単価実績の平均で推移した場合の料金収入について試算を行いました。料金単価実績

の算出において、２０２２（令和４）年度並びに２０２３（令和５）年度は水道基本料金免除事業補助

金を加味しています。 

なお、大口用は2022（令和4）年度から2024（令和6）の平均値で推移するものと仮定してい

ます。 

予測の結果は以下のとおりです。２０２５（令和７）年度及び２０２６（令和8）年度は水道基本料

金免除事業を行った（行う）ため、料金収入自体は他の年度に比べて低くなっています。２０２６（令

和８）年度以降の料金収入は、人口の減少に伴い減収傾向が続く見込みです。 

予測にあたっては、本戦略の計画期間である２０３５（令和１７）年度までとしています。 

 

■料金収入の予測                            （単位：千円） 

 
 

  

2025
(令和7)
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(令和8)

年度

2027
(令和9)
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2032
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2034
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2035
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年度

料金収入 222,430 244,525 265,337 264,949 264,561 264,034 263,559 263,170 262,682 262,294 261,880
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■（参考）補助金を加味した場合の料金収入の予測             （単位：千円） 
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17)
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料金収入+補助金 266,377 265,800 265,337 264,949 264,561 264,034 263,559 263,170 262,682 262,294 261,880

補助金 43,947 21,275

料金収入 222,430 244,525 265,337 264,949 264,561 264,034 263,559 263,170 262,682 262,294 261,880
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２．投資及び投資財源の予測 

（１）投資の予測 

水道事業では、安定的に水道供給を行うために給水施設や管路の健全性を維持することが極

めて重要です。 

また、人口減少や節水機器の普及等により、有収水量は将来的に減少することが予測され、今

後の新規の投資については、施設の老朽化や効率性を考慮する必要があります。 

計画期間である２０２６（令和８）年度から２０３５（令和１７）年度までの１０年間における投資総

額は約３8億円を想定しています。 

この１０年間における投資対象は、坂下水源系取水施設の更新が中心となりますが、住吉浄水

場の設備更新や電気計装設備の更新、また2031（令和13）年度からは開進配水池から重要施設

（役場と町立病院）に接続される配水管路の更新も予定しており、『坂下水源系水道事業基本計

画』及び『第６期大樹町総合計画実施計画書』に基づき、計画的に更新を進めていきます。 

 

■計画期間である 2035（令和 17）年度までの投資スケジュール       （単位：千円） 
年度 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 

合計 

事業 (令和 8) (令和 9) (令和 10) (令和 11) (令和 12) (令和 13) (令和 14) (令和 15) (令和 16) (令和 17) 

①企業団送水管路 0 0 282,600 310,000 310,000 310,000 310,000 310,000 318,600 269,000 2,420,200 

②補償工事 154,517 0 0 0 0 0 0 0 0 0 154,517 

③老朽管路更新（耐震化） 0 0 0 0 0 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 250,000 

④住吉浄水場設備更新 0 0 0 49,500 67,000 42,400 96,400 0 0 0 255,300 

⑤電気計装設備更新 99,000 119,900 137,940 33,000 33,000 33,000 0 0 0 0 455,840 

⑥検定満期メータ器交換 13,600 10,500 13,800 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 135,900 

⑦老朽消火栓更新 7,436 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7,436 

⑧南町 5 号線配水管移設 3,400 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,400 

⑨南町 7 号線配水管布設 0 7,000 0 0 0 0 0 0 0 0 7,000 

⑩南町 14 号線配水管布設 0 0 14,000 0 0 0 0 0 0 0 14,000 

⑪南町 2 号線配水管布設 0 0 0 7,000 0 0 0 0 0 0 7,000 

⑫メータ器購入（新規） 1,070 1,100 1,100 1,100 1,100 1,100 1,100 1,100 1,100 1,100 10,970 

⑬メータ器購入（検満） 12,357 7,000 9,200 8,100 8,100 8,100 8,100 8,100 8,100 8,100 85,257 

事業費合計 291,380 145,500 458,640 422,700 433,200 408,600 429,600 333,200 341,800 292,200 3,806,820 

 

なお、この表では、全体投資スケジュールとして２０３５（令和１７）年度まで掲載していますが、各

事業については計画期間後も継続して事業を行っていきます。 
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（２）投資財源の予測 

２０２６（令和８）年度から２０３５（令和１７）年度までの主要な事業における投資総額は約３8億

円を想定しており、投資に対する事業費は、道からの補助金及び企業債、一般会計からの繰入金

を活用していきます。 

年度別の財源は以下のとおり想定しています。 

 

■2035（令和 17）年度までの年度別投資財源                （単位：千円） 

内容  年度 

2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 

合計 

(令和 8) (令和 9) (令和 10) (令和 11) (令和 12) (令和 13) (令和 14) (令和 15) (令和 16) (令和 17) 

①補助及び

負担金 
118,115 0 204,600 224,000 224,000 224,000 224,000 224,000 230,600 195,000 1,993,315 

②企業債 0 0 39,000 43,000 43,000 43,000 43,000 43,000 44,000 37,000 335,000 

③一般会計 

繰入金 
0 0 39,000 43,000 43,000 43,000 43,000 43,000 44,000 37,000 335,000 

財源合計 118,115 0 282,600 310,000 310,000 335,000 335,000 335,000 343,600 294,000 2,663,315 

 

（３）企業債残高の予測 

前ページまでの投資財源を踏まえた、今後の企業債残高の予測は次のとおりです。 

企業債残高は2025（令和7）年度以降、徐々に減少する見込みとなっていますが、令和10年度

以降の企業団送水管路整備事業の実施に伴い増加傾向となります。 

 

■企業債残高予測 
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３．組織の予測 

今後も水道事業は、下水道事業と一体的に管理するため、建設水道課で運営を行います。 

 

４．経営の基本方針と目標 

人口減少や高齢化の進行、節水機器の普及等による料金収入の減少に加えて、施設及び設備

の老朽化に伴う改築及び更新事業への投資の増大等、今後の水道事業を取り巻く経営環境はま

すます厳しくなることが予想されます。このため、効率的で持続可能な水道事業の実現に向け、次

の通り基本方針を設定し、経営戦略を改訂しました。 

 

■経営の基本方針 

清浄にして豊富低廉な水の供給を図る 

 

なお、本戦略の計画期間は２０２６（令和８）年度から２０３５（令和１７）年度までとします。 

管路や配水施設、各種施設等多くの資産の健全性を維持することが安定した事業運営を行うた

めの前提条件となります。一方で投資事業には多大な資金が必要になるため、その「投資試算」

(投資事業にかかる費用の見通し)と「財源試算」(料金収入等財源の見通し)を均衡させなければ

事業を持続させることはできません。 

この投資事業に必要な財源を確保し、「投資試算」と「財源試算」を均衡させるためには、徹底し

た水道事業の効率化や健全化に取り組み、事業運営に係る経常的な費用の削減と適正な料金の

設定を進めることで経営基盤の強化を図るとともに、施設や設備等の投資の最適化を進めること

が必要です。 

これらの基本方針を達成するため、次のとおり数値目標や具体的施策に基づき水道事業を推進

します。 
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（１）数値目標 

目標値❶計画期間内で有収率９０％以上を達成 
○老朽管布設替の実施や、漏水調査、給水管漏水の対策を講じ、計画期間内で有収率 90％の

達成を目指します。 
 

目標値❷経常収支比率１００％以上を維持 
○2024（令和 6）年度の経常収支比率は 102.04％となっています。今後の継続的なサービス提

供維持に向けて、本計画期間である 2035（令和 17）年度までに経常収支比率 100％以上を
維持することを目標とします。 

 
目標値❸累積欠損金の削減 
○2024（令和 6）年度の累積欠損金は約 551,115 千円です。2038（令和 20）年度に着工予定

の坂下水源系管路更新工事に向け建設改良積立金を積み立てるため、まずは計画終期までに
累積欠損金の削減を目指します。 

 

（２）具体的な施策 

施策❶安定した水源の確保 
○既存水源の保全と水源周辺の森林の保全を図ります。 
○安全安心で安定的に上水供給を継続するため、坂下水源系に関しては水質が安定で維持管理

が軽減できる、十勝中部広域水道企業団より受水する方法を採用します。 
 
施策❷水道施設の整備 
○施設や管路に対する点検や修繕等を実施するとともに、予防保全の考えによる計画的な更

新・布設替えを進めます。 
○災害時における飲料水の確保や施設の運転継続・早期復旧を図ります。 

 
施策❸上下水道事業の健全運営 
○中長期的な投資・財政の見通しを踏まえ、経費の削減や収入の確保に努め、経営戦略に基づ

く採算性を踏まえた料金の設定など、経営基盤の強化を図ります。 
○スマートメータの導入による管理や事務の効率化を進めます。また、高齢者の安否確認等、

更なる活用方法について検討します。 
○料金の滞納対策の強化を図ります。 
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Ⅳ 投資・財政計画 
 
 
 

１．投資・財政計画の計算根拠 

投資・財政計画とは、施設・設備の合理的な投資の見通しである「投資試算」等の支出と、財源

見通しである「財源試算」が均衡するように調整した収支計画をいいます。 

 

（１）収益的収支 

投資・財政計画の収益的収支（水道施設等を維持管理するためにかかる収支）を推計するにあ

たっては、前章で示した予測に基づいて算出しています。ただし、動力費、修繕費、材料費等につい

ては今後の物価上昇を見込んでいます。 

投資・財政計画は３０年間のシミュレーションを行いますが、このうち本戦略の計画期間である２

０３５（令和１７）年度までの１１年間分を掲載します。 

 

（２）資本的収支 

投資・財政計画の資本的収支（水道施設等を改築及び更新するために要する収支）を推計する

にあたり、前章で示した予測に加え、２０３８（令和２０）年度着工予定の坂下水源系管路更新事業

を見込んで算出しています。 

収益的収支同様に、投資・財政計画は３０年間のシミュレーションを行い、このうち本戦略の計

画期間である２０３５（令和１７）年度までの１１年間分を掲載します。 

 

２．投資・財政計画（シミュレーション） 

（１）現状予測に基づくシミュレーション 

今後の厳しい経営環境の中で目標達成に向けては、取組を明確にするとともに、今後経営に対

する管理をより一層厳格化する必要があります。 

そこでまず、今後の経営を見通すうえで、現状の予測に基づいたシミュレーションを行います。 
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現状予測に基づくシミュレーションのポイントは次のとおりとなります。 

 

■現状予測に基づくシミュレーションのポイント 

○料金収入 
2025（令和 7）年度は水道基本料金免除事業のため、料金収入自体は他の年度よりも約 44,000
千円低い。水道基本料金免除事業補助金を加味して 266,377 千円の料金収入があると仮定す
ると、2035（令和 17）年度は 2025（令和 7）年度と比較して 4,497 千円の減収。 
 

○他会計補助金 
収益的収支・・・有収水量 1 ㎥あたり資本費の増加により、高料金対策に要する経費が 2035

（令和 17）年度には 2025（令和 7）年度予測と比較して約 18,430 千円の増
加。 

資本的収支・・・統合水道分の元金償還の予測に伴い減少し、2031（令和 13）年以降は 0 と
なる予測。 

 
○経常収支比率 

支出の増加の予測に伴い、2035（令和 17）年度には 2025（令和 7）年度予測と比較して 2.37
ポイントの減少。 
 

○料金回収率 
給水原価は増加しているが、前述のとおり 2025（令和 7）年度の料金収入が低い予測であるた
め、2035（令和 17）年度には 2025（令和 7）年度予測と比較して 5.83 ポイントの増加。 
なお 2025（令和 7）年度の料金収入に補助金を加味して試算した場合、2035（令和 17）年度
には 2025（令和 7）年度予測と比較して 6.18 ポイント減少。 
 

○給水原価 
有収水量の減少と支出の増加の予測に伴い、2035（令和 17）年度には 2025（令和 7）年度予
測と比較して 26.71 円の増加。 
 

○企業債残高 
企業団送水管路整備事業に伴い起債借入が増え、計画期間で約 335,000 千円の増加。 
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（２）投資・財政計画の検討 

現状の予測に基づいたシミュレーションを行った結果、前項に示した目標値に対する所見は次の

とおりです。 

 

目標値❶計画期間内に有収率 90％以上を達成 
→計画終期有収率は 83.98％となる見込み 

目標値❷経常収支比率 100％以上を維持 
→2027（令和 9）年度以降 90％前後で推移する予測となり、未達成の見込み 

目標値❸累積欠損金の削減 
→損益が赤字の状況が続くため、未達成の見込み 

 

目標値❶については、２０２５（令和７）年度時点で、計画終期有収率は８３.98％となる見込み

です。目標値の９０％には及ばないものの、計画期間以降も順次対応を進めていきます。 

一方、人口減少に伴う有収水量及び料金収入の減少や、物価上昇等の影響による経費の増加

等により、目標値❷及び目標値❸の達成には至らない予測です。 

このため、２０２８（令和１０）年度に料金改定を行うと仮定し、目標達成に向けたシミュレーション

を行います。なお現状予測では、２０２７（令和９）年度末時点で累積欠損金は約６８2,058千円に

のぼる見込みです。 

また、２０３８（令和２０）年度に坂下水源系水道事業管路工事（事業費約43億円）の着工を予

定しており、その財源確保に向けたシミュレーションも行います。 

 

パターン❶計画終期に経常収支比率 95％以上 
→料金を 2028（令和 10）年度に＋10％改定 

パターン❷計画終期に経常収支比率 100％以上 
→料金を 2028（令和 10）年度に＋20％改定 

パターン❸計画終期に経常収支比率 105％以上かつ累積欠損金の削減 
→料金を 2028（令和 10）年度に＋30％改定 

パターン❹営農用料金と業務用料金を同一にするため、 
2028（令和 10）年度に営農用料金を＋41％改定 

 

上記は料金収入以外現状予測に基づくシミュレーションと同条件とするため、収益的収支のみ

の掲載とします。  
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6,8
41

31
6,2

70
31

5,8
04

31
5,2

18
31

4,7
52

31
4,2

56

(2
)

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

(3
)

13
,84

9
13

,88
6

13
,87

0
13

,86
8

13
,87

5
13

,87
1

13
,87

1
13

,87
2

13
,87

2
13

,87
2

13
,87

2

２
．

17
8,5

04
14

6,5
39

12
7,6

28
12

8,7
92

13
5,5

47
13

7,0
78

14
7,2

88
15

5,4
71

16
3,4

04
17

4,2
25

17
3,7

87

(1
)

92
,69

4
65

,63
9

44
,67

4
46

,59
8

49
,41

6
46

,47
8

52
,31

0
56

,54
5

61
,30

9
68

,27
2

64
,46

6
92

,69
4

65
,63

9
44

,67
4

46
,59

8
49

,41
6

46
,47

8
52

,31
0

56
,54

5
61

,30
9

68
,27

2
64

,46
6

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

(2
)

85
,16

2
80

,35
0

82
,23

3
81

,55
5

85
,49

4
89

,93
4

94
,33

1
98

,27
7

10
1,4

41
10

5,3
02

10
8,6

69

(3
)

64
8

55
0

72
1

63
9

63
7

66
6

64
7

65
0

65
4

65
0

65
2

(C
)

41
4,7

82
40

4,9
50

40
6,8

36
46

0,5
99

46
6,8

94
46

7,7
90

47
7,4

30
48

5,1
48

49
2,4

94
50

2,8
49

50
1,9

15

１
．

43
8,2

97
43

8,7
88

44
6,5

06
44

9,2
69

45
9,1

76
46

7,6
44

47
5,7

43
48

5,3
72

48
3,9

25
48

9,4
15

49
3,3

23

(1
)

16
,71

4
16

,39
8

16
,06

8
16

,88
5

16
,94

4
17

,13
2

17
,49

7
17

,70
6

17
,96

8
18

,25
5

18
,51

6
8,8

53
8,7

26
8,5

64
8,9

76
9,0

18
9,1

18
9,3

08
9,4

23
9,5

62
9,7

14
9,8

53
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

7,8
61

7,6
72

7,5
04

7,9
10

7,9
26

8,0
13

8,1
88

8,2
84

8,4
07

8,5
42

8,6
63

(2
)

13
1,9

18
13

3,6
90

13
7,3

43
14

1,3
83

14
4,7

24
14

8,6
06

15
2,5

70
15

6,5
10

16
0,6

59
16

4,9
03

16
9,2

46
21

,63
6

21
,77

5
22

,35
9

22
,58

1
22

,90
6

23
,29

4
23

,61
5

23
,97

0
24

,33
5

24
,69

2
25

,06
2

13
,90

9
12

,66
9

12
,75

9
13

,50
6

13
,36

7
13

,60
7

13
,89

8
14

,03
3

14
,26

1
14

,48
6

14
,68

8
27

9
13

17
13

15
16

15
16

16
16

96
,34

5
99

,23
6

10
2,2

13
10

5,2
79

10
8,4

37
11

1,6
90

11
5,0

41
11

8,4
92

12
2,0

47
12

5,7
09

12
9,4

80

(3
)

28
9,6

65
28

8,7
01

29
3,0

95
29

1,0
01
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7,5

08
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1,9
06
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5,6

77
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1,1
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30
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6,2
57
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5,5

61
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．
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9
11
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9
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94

2,0
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26
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05

(D
)

45
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16
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0,1
07

45
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45
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3,6
74
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49
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)

△
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△
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△
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△
 4

,79
7

△
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0
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5,3
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)

0
0
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0

0
0

0
0
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0

0

(G
)

88
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77
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74
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74

74
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)

△
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8
△
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3

△
 7

1
△

 7
7

△
 7

4
△

 7
4

△
 7

5
△
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4

△
 7

4
△
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5

△
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4
△
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22
△
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5,2
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△

 4
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△
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8
△

 4
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2
△
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,37
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度
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令
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令
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和
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年
度
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和
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和
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年
度
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和
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和
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度

令
和
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年
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1,2

72
.16

1,2
69

.41
1,2

67
.20

1,2
65

.35
1,2

63
.49

1,2
60

.98
1,2

58
.71

1,2
56

.85
1,2

54
.52

1,2
52

.66
1,2

50
.69
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.17

%
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.07
%

84
.96

%
85

.11
%

84
.79

%
84
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%
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.55

%
84

.38
%

84
.24

%
84

.12
%

83
.98

%
91

.95
%

89
.97

%
89

.21
%

10
0.7

7%
10

0.2
1%

98
.76

%
99

.01
%

98
.52

%
10

0.2
0%

10
1.0

8%
10

0.0
1%

60
.78

%
66

.13
%

70
.98

%
84

.67
%

83
.46

%
82

.57
%

81
.53

%
80

.12
%

80
.81

%
80

.26
%

79
.93

%
28

7.6
6

29
1.2

8
29

5.0
0

29
6.7

7
30

1.0
8

30
4.3

2
30

8.1
7
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2
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4
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)-
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)-
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）
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)+
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他

経
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修

繕
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却

費
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業
外

費
用

支
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息

そ
の

他

収
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計
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営
業

収
益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

(B
)

そ
の

他
営

業
外

収
益

補
助

金
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会
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補
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金
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の
他

補
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金
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期
前

受
金

戻
入

そ
の
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年
 

 
 

 
 

 
度

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

20
30

20
31

20
32

20
33

20
34

20
35

区
 

 
 

 
 

 
分

令
和

7年
度

令
和

8年
度

令
和

9年
度

令
和

10
年

度
令

和
11

年
度

令
和

12
年

度
令

和
13

年
度

令
和

14
年

度
令

和
15

年
度

令
和

16
年

度
令

和
17

年
度

１
．

(A
)

23
6,2

78
25

8,4
11

27
9,2

07
35

8,3
02

35
7,8

03
35

7,1
16

35
6,4

97
35

5,9
94

35
5,3

58
35

4,8
53

35
4,3

16

(1
)

22
2,4

30
24

4,5
25

26
5,3

37
34

4,4
33

34
3,9

29
34

3,2
45

34
2,6

26
34

2,1
21

34
1,4

86
34

0,9
82

34
0,4

44

(2
)

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

(3
)

13
,84

9
13

,88
6

13
,87

0
13

,86
8

13
,87

5
13

,87
1

13
,87

1
13

,87
2

13
,87

2
13

,87
2

13
,87

2

２
．

17
8,5

04
14

6,5
39

12
7,6

28
12

8,7
92

13
5,5

47
13

7,0
78

14
7,2

88
15

5,4
71

16
3,4

04
17

4,2
25

17
3,7

87

(1
)

92
,69

4
65

,63
9

44
,67

4
46

,59
8

49
,41

6
46

,47
8

52
,31

0
56

,54
5

61
,30

9
68

,27
2

64
,46

6
92

,69
4

65
,63

9
44

,67
4

46
,59

8
49

,41
6

46
,47

8
52

,31
0

56
,54

5
61

,30
9

68
,27

2
64

,46
6

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

(2
)

85
,16

2
80

,35
0

82
,23

3
81

,55
5

85
,49

4
89

,93
4

94
,33

1
98

,27
7

10
1,4

41
10

5,3
02

10
8,6

69

(3
)

64
8

55
0

72
1

63
9

63
7

66
6

64
7

65
0

65
4

65
0

65
2

(C
)

41
4,7

82
40

4,9
50

40
6,8

36
48

7,0
94

49
3,3

50
49

4,1
94

50
3,7

86
51

1,4
65

51
8,7

62
52

9,0
78

52
8,1

03

１
．

43
8,2

97
43

8,7
88

44
6,5

06
44

9,2
69

45
9,1

76
46

7,6
44

47
5,7

43
48

5,3
72

48
3,9

25
48

9,4
15

49
3,3

23

(1
)

16
,71

4
16

,39
8

16
,06

8
16

,88
5

16
,94

4
17

,13
2

17
,49

7
17

,70
6

17
,96

8
18

,25
5

18
,51

6
8,8

53
8,7

26
8,5

64
8,9

76
9,0

18
9,1

18
9,3

08
9,4

23
9,5

62
9,7

14
9,8

53
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

7,8
61

7,6
72

7,5
04

7,9
10

7,9
26

8,0
13

8,1
88

8,2
84

8,4
07

8,5
42

8,6
63

(2
)

13
1,9

18
13

3,6
90

13
7,3

43
14

1,3
83

14
4,7

24
14

8,6
06

15
2,5

70
15

6,5
10

16
0,6

59
16

4,9
03

16
9,2

46
21

,63
6

21
,77

5
22

,35
9

22
,58

1
22

,90
6

23
,29

4
23

,61
5

23
,97

0
24

,33
5

24
,69

2
25

,06
2

13
,90

9
12

,66
9

12
,75

9
13

,50
6

13
,36

7
13

,60
7

13
,89

8
14

,03
3

14
,26

1
14

,48
6

14
,68

8
27

9
13

17
13

15
16

15
16

16
16

96
,34

5
99

,23
6

10
2,2

13
10

5,2
79

10
8,4

37
11

1,6
90

11
5,0

41
11

8,4
92

12
2,0

47
12

5,7
09

12
9,4

80

(3
)

28
9,6

65
28

8,7
01

29
3,0

95
29

1,0
01

29
7,5

08
30

1,9
06

30
5,6

77
31

1,1
55

30
5,2

98
30

6,2
57

30
5,5

61

２
．

12
,81

9
11

,31
9

9,5
49

7,8
08

6,7
26

6,0
31

6,4
84

7,0
76

7,5
90

8,0
57

8,5
30

(1
)

8,1
79

6,2
31

4,4
81

2,8
76

1,6
97

1,0
21

1,4
94

2,0
67

2,5
87

3,0
56

3,5
26

(2
)

4,6
40

5,0
88

5,0
68

4,9
32

5,0
29

5,0
10

4,9
90

5,0
10

5,0
03

5,0
01

5,0
05

(D
)

45
1,1

16
45

0,1
07

45
6,0

55
45

7,0
77

46
5,9

02
47

3,6
74

48
2,2

27
49

2,4
48

49
1,5

15
49

7,4
72

50
1,8

53

(E
)

△
 3

6,3
34

△
 4

5,1
57

△
 4

9,2
20

30
,01

6
27

,44
8

20
,52

0
21

,55
9
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,01

7
27

,24
7

31
,60

6
26

,25
0

(F
)

0
0
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0

0
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0
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0

0

(G
)

88
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)
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3
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1
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.16

1,2
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.20
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65

.35
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.98
1,2
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1,2
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.85
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1,2
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.66
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.69
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.17

%
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%
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.96

%
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%
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.79

%
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%
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%
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%
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.12
%

83
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%
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２０２８（令和１０）年度に料金改定を行った場合、経常収支比率及び純利益の予測は次のとおり

となります。 

 

■2028（令和 10）年度以降の経常収支比率の予測            （単位：％） 

  
 

■2028（令和 10）年度以降の純利益の予測                （単位：千円） 

  
 

パターン❶では経常収支比率は95％前後となりますが、純損失の合計が約218,361千円と、

累積欠損金は増加となる予測です。 

パターン❷では経常収支比率100.01％となりますが、純損失の合計が約7,648千円と、累積

欠損金の削減には及びません。 

パターン❸では経常収支比率１05.23％、純利益の合計が約203,065千円と、累積欠損金の

削減が可能となる予測です。 

パターン❹では経常収支比率１０2.96％、純利益の合計が約108,375千円となる予測です。 

このため、本計画期間ではまず予測パターン②に基づき本戦略を推進し、今後の状況を踏まえ

たうえでの使用料改定及び検討を段階的に行います。 

  

2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035
（R10） （R11） （R12） （R13） （R14） （R15） （R16） （R17）

予測 予測 予測 予測 予測 予測 予測 予測

現状予測パターン 89.18% 88.86% 87.61% 88.07% 87.83% 89.51% 90.54% 89.58%

パターン❶
（＋10％） 94.97% 94.53% 93.18% 93.54% 93.17% 94.85% 95.81% 94.79%

パターン❷
（＋20％） 100.77% 100.21% 98.76% 99.01% 98.52% 100.20% 101.08% 100.01%

パターン❸
（＋30％） 106.57% 105.89% 104.33% 104.47% 103.86% 105.54% 106.35% 105.23%

パターン❹
（用途別料金改定） 103.88% 103.28% 101.79% 102.01% 101.47% 103.18% 104.04% 102.96%

2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035
（R10） （R11） （R12） （R13） （R14） （R15） （R16） （R17） 合計

予測 予測 予測 予測 予測 予測 予測 予測

現状予測パターン △ 49,546 △ 51,994 △ 58,765 △ 57,583 △ 60,009 △ 51,632 △ 47,157 △ 52,388 △ 429,074

パターン❶
（＋10％）

△ 23,051 △ 25,538 △ 32,361 △ 31,228 △ 33,692 △ 25,364 △ 20,928 △ 26,200 △ 218,361

パターン❷
（＋20％）

3,444 918 △ 5,958 △ 4,872 △ 7,375 904 5,302 △ 12 △ 7,648

パターン❸
（＋30％）

29,939 27,374 20,446 21,484 18,942 27,173 31,531 26,176 203,065

パターン❹
（用途別料金改定）

17,636 15,188 8,417 9,598 7,172 15,549 20,024 14,792 108,375
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（３）投資・財政計画（収支計画）の策定にあたっての説明 

❶収支計画のうち投資に関する説明 
設備投資に関しては、補償工事を中心に実施するほか、大樹地区として配水池及び送水管、ポ

ンプ設備などを営農用水事業により整備し、配水能力の確保を行います。また、老朽管路の更新

及び耐震化に着手し、安定的な給水ができるよう努めます。 

加えて、検定満期を向かえるメーター器の更新を計画的に行います。 

○施設・設備の更新事業等の投資の平準化に関する事項 

施設更新事業については、坂下水源系の一部施設の老朽化が著しく早急な対応が必要なこと

から２０２５（令和７）年度に『坂下水源系水道事業基本計画』を策定しました。その計画に基づき水

道事業に過大な負担がかからないように進めます。 

○施設・設備の廃止・統合（ダウンサイジング）に関する事項 

現状の施設・設備においては、給水人口に対し管路長が長距離となっており、そのための施設及

び設備は必要最小限で整備しています。一方水需要の見通しは減少の傾向を想定していますが、

効率的な運用に努めることにより、現状の施設で対応します。 

○広域化に関する事項 

坂下水源系の取水施設については老朽化が著しく、近年では降雨時に高濁度が頻発し、原水

水質悪化による浄水処理が不安定となることから、『坂下水源系水道事業基本計画』における検

証結果に基づき十勝中部広域水道企業団より分水する方式とします。 

○防災・安全対策に関する事項 

強靭化計画に基づき、耐震化対策を推進します。 

○アセットマネジメントの実施 

『大樹町水道事業アセットマネジメント』に基づき、中長期の更新需要及び財政収支の見通しを

把握し、施設の耐用年数や更新財源としての企業債の償還期間を考慮します。 

 
❷収支計画のうち投資以外の経費に関する説明 
【収益的収支】 

○経費に関する事項 

職員給与費や修繕費、委託料等、各年度の取組に必要となる費用について物価変動を考慮し

ながら個別に積み上げて計上しています。 

○減価償却費に関する事項（※長期前受金戻入額も同様） 

２０２４（令和６）年度までに取得した資産（施設）分に加え、２０２５（令和７）年度以降に取得予

定の資産分を踏まえて算出しています。償却率は、施設の耐用年数（１０～４０年）に応じて設定し

ています。  
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○支払利息に関する事項 

２０２４（令和６）年度までに借入した水道事業債の利子償還金に加え、2028（令和10）年度以

降に発行する分の償還金を見込んでいます。利率は借入期間に応じて設定しています。 

【資本的収支】 

○企業債償還金に関する事項 

２０２４（令和６）年度までに借入した水道事業債の元金償還金に加え、2028（令和10）年度以

降に発行する分の償還金を見込んでいます。 

 

❸収支計画のうち財源に関する説明 
【収益的収支】 

○料金収入に関する事項 

過去３か年の実績に基づき推計した有収水量を、現行の料金体系に当て嵌めた場合、及び営農

用料金を業務用料金と同一に改定した場合を見込んでいます。 

○他会計補助金に関する事項 

総務省から発出される『地方公営企業繰出金について（通知）』の繰出基準に基づき算定した金

額等を見込んでいます。 

【資本的収支】 

○企業債に関する事項 

建設改良費の財源のうち国庫補助金以外の部分については、企業債の発行を見込んでいます。

変動する利率に応じた借入期間を設定します。 

○他会計補助金に関する事項 

繰出基準に基づき算定した金額を見込んでいます。 

○道補助金に関する事項 

企業団送水管路事業について、道営事業による実施を想定し、道からの補助金を見込んでいま

す。 

 

（４）投資・財政計画（収支計画）における今後の取組概要 

❶本戦略の計画期間における投資及び投資財源に関する取組及び検討 
○投資の平準化に関する事項 

計装装置を含む設備について、耐用年数と部品調達の可否により、長寿命化を図りながら計画

的に更新を行っていますが、今後は施設及び管路の計画的更新が見込まれるため、国に財源措置

の要望を行いながら平準化に努めます。 

そのほか、投資にあたっては次の点に留意し進めることとします。 
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■投資実施の留意事項 

○今後の維持管理費用（ランニングコスト）の低減化 
○総務省が推進する広域化・共同化 
○民間活力等の活用 
○省エネルギー(脱炭素化28)を目指した設備等の導入 
○地域振興に寄与する用地の活用等 
○国の推進する脱炭素化、省エネルギー、広域化等に対する補助金等の確保 
○上下水道一体での耐震化への対応 
○土地・施設等の有効活用 

 
❷その他本戦略の計画期間における取組及び検討事項 
○料金に関する事項 

これまで、施設の適正な維持管理や職員数の削減、業務の見直しなどにより経費の節減に取り

組んでいますが、こうした努力だけでは今後の厳しい経営状況を乗り切ることができないと判断さ

れるため、今後も経営の点検と、更なる経費の節減に努める一方、適宜、水道料金の見直し作業

を行います。 

なお、計画的な料金水準（水道料金）の改定に向けての留意事項として、総務省は次のことを求

めています。 

・社会情勢、経営環境の変化に応じて適切な料金となるよう、３年から５年内の経営戦略の改定の
際に料金水準等を検証し、必要な改定の検討を行うこと。その際、施設の老朽化の実態や経営の将
来見通しについて、住民や議会にわかりやすく公表し議論すること。 

 
・総括原価主義の原則に基づき、狭義の原価に事業報酬を加えた原価を基礎とすること。その際、
経営改善・合理化を一層徹底し原価を極力抑制するとともに、特に水道事業や下水道事業など将来
にわたって安定的に事業を継続する必要がある事業については、施設の計画的な更新の原資を確保
するため、事業報酬として必要な資産維持費を算定することを検討すること。 

 
・人口減少等の経営環境の変化に対応するため、将来にわたり健全な経営を確保できる水準とする
とともに、料金体系（例えば、基本料金と従量料金の比率等）についても適切に配意すること。 

このため、本町においても原価計算による現状と今後の料金改定に向けた検討及び議論を進め

ることとします。 

  

 
28 温室効果ガスである二酸化炭素の排出を実質ゼロにすること 
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○水道事業の理解促進に向けた広報及び啓発活動に関する事項 

水道事業の理解促進のため、適正利用や経営状況等について、多くの町民からより一層の理解

を得るために、町ホームページやSNS等の広報媒体の活用、施設の見学会、学校への出前講座等、

積極的な広報及び啓発活動を行います。 

○人材の育成に関する事項 

高度化する水道の維持管理業務に対応するため、新しい技術の習得やこれまで培ってきた水道

に関する技術等を継承する必要があります。 

また、全国的に自治体の技術職員が不足している等、深刻な課題となっていることから、本町に

おいては、今後の投資コストの効率化や施設及び設備の効率的運用を図るため、技術職員の確保

と育成に努めます。 

 
❸その他今後の取組についての検討事項 
○民間活力の活用に関する事項 

包括的な民間委託の検討を見据え、業務を監督・指導する職員の知識や、技術力の維持・向上

を図れる職員が、適切に配置されることを検討します。 

○その他の取組に関する事項 

双方向タイプの自動検針システムの導入検討により、漏水・逆流の早期発見、検針情報の管理

を行い、委託料等の削減を目指したいと考えます。 
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Ⅴ 経営戦略の遂行に向けた取組体制 
 
 
 

１．経営推進体制 

本戦略における取組は、建設水道課を中心として実施します。進捗状況については、建設水道

課で情報収集及び進捗管理を行い、町長部局と協議します。 

また、行財政改革推進本部（プロジェクトチーム）と連携し本戦略における取組を検証し、行財政

改革推進委員会や議会に対し意見を求め取組を推進します。 

 

■経営推進体制イメージ 
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２．PDCA サイクルの実行 

経営戦略はＰＤＣＡサイクルにおける計画（Plan）に位置付けられます。今後は実行（Do）、検証

（Check）、改善（Action）等のPDCAサイクルを確実に実施することが重要です。  

検証においては、経営比較分析表を毎年度作成し、経営指標を用いた経営分析や類似団体と

の比較分析を行います。 

また、議会へ定期的に経営状況を報告し、意見を求める等、チェック機能の充実を図ります。こ

れらのPDCAサイクルにより経営状況を的確に把握し、経営の健全化及び効率化に取り組んでい

きます。 

なお、ＰＤＣＡのサイクルイメージは次の図のとおりです。 

 

■PDCA サイクルイメージ 
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３．次回以降の見直し 

本戦略の次回以降の見直しについては、料金の妥当性の検証及び検討や投資計画の進捗等、

経営の変化に合わせて、２０２９（令和１１）年度から定期的に行います。 

なお、自然災害等の突発的な事象があれば、次のスケジュールに関わらず適宜見直しを行うこと

とします。 

また見直しにあたっては、行財政改革推進本部（プロジェクトチーム）で検討した上で行財政改

革推進委員会の意見を求めます。改定後は広く町民等へ公表することとします。 

 

■経営戦略及び料金の見直し・検討スケジュール 

年度 

2025 

(令和 7) 

年度 

2026 

(令和 8) 

年度 

2027 

(令和 9) 

年度 

2028 

(令和 10) 

年度 

2029 

(令和 11) 

年度 

2030 

(令和 12) 

年度 

2031 

(令和 13) 

年度 

2032 

(令和 14) 

年度 

2033 

(令和 15) 

年度 

2034 

(令和 16) 

年度 

2035 

(令和 17) 

年度 

経営 

戦略 
    見直し     見直し  

料金    改定        
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